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関 ..6... 
．ロ係 法

政 令
o公立学校の学校医， 学校歯科医及び学校

薬剤師の公務災害補償の基準を定める政

令の一部を改正する政令（11) 1 ・ 30

（注）休業補償等の額の算定の基礎となる補償基礎

額の号｜き上げ＼学校医等に扶養親族がある場

合において補償基礎額に加算される扶養加算

額の引き上げが行われた。

省 令
。公立学校の学校医， 学校歯科医及び学校

薬剤師の公務災害補償の基準を定める政

令第l条の2第2項の規定に基づき年金

補償基礎額の最低限度額及び最高限度額

に係る年齢階層を定める省令（文部 1 ) 1 ・ 31

（注）年齢階層ごとの年金補償基礎知の最低限度額

及び最高限度額が定められた。

規 則
0 人事院規則16- 0 （職員の災害補償）の

一部を改正する規則（ 人事院16- 0 -4) 1 . 31 

0 人事院規則16- 3 （災害を受けた職員の

福祉施設） の一部を改正する規則（ 人事

院 16- 3 - 5 )  1 . 31 

0 人事院規則16- 4 （補償及び福祉施設の

実施）の一部を改正する規則J （ 人事院16
- 4 - 4) 1 . 31 

主ロ主 ＝，ユ、

o 昭和6 2年度科学研究費補助金の 研究計画
調書の提出期間を定める件（文部 7) 1 . 26  

官庁報告
0日本学士院 会員候補者の推薦について

（日本学士院） 1 . 10 

諸 議AQ
冨

第7回学園ニュース編集委員会（ 1月12日）

（協議事項）

第55 �予学関ニュー スの発行

第11回入学試験管理委員会・第5回入学者選抜方法研

究委員会の合同委員会（ 1月1 3日）

（審議事項）

(1）昭和62年度富山大学入学者選抜学力検査実施要項

（案）について

(2）昭和62年度富山大学入学者選抜健康診断実施要項

（案）に ついて

(3）昭和62年度富山大学入学試験関係行事予定（案）に
ついて

第10回評議会（ 1 )j 16日 ）

（審議事項）

昭和 62年度 富山大 学入学試験の実 施 に ついて

公開講座第1回委員会（ 1月19日）

（議 題）

( 1）委員長の選出について

(2）昭和61年度公開講座の実施状況について

( 3）昭和62年度公開講座の実施計画について

第2回教務委員会（ 1月27日）

（審議事項）

昭和62年度国費外国人留学生（研究官学生） の推舵

について

第7回事務協議会（ 1 IJ 27日）

（議 題）

昭和62年度l主｜立学校特別会計ーf-n:ilf,J、について

円ノ匂
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品崎千 事

昭和61年度民問機関等との共同研究について

音E 石汗 ’コ戸巴7L 目局｜ 民 間機関等 題 研 究 期 間 ｜区 分 ｜ 研 究経費

工 学 部 ｜ キタムラ機械側 ｜ 工作物のインプロセス計測！と制御
勺、υ

ワω

ヮ“

戸hv

ρhu

千円c 360 

昭和62年度共通第1次学力試験の実施

昭和62年度大学入学者選抜共通第 1次学力試験が，

去る 1月24日w. 2 5日(II)の両日にわたって全国一斉に

実施きれました。 共 通 1次の制度が始まって以来本年

は第9 回目です。

富山県では， 県内で受験を志願している者が 5,0 51

名（男 3 '180 名， 女1,87 1名） あり， 富山大学 4 ,15 1

名（男 2 ,6 80 名， 女1,47 1名） ， 富山医科薬科大学（富

山中部高校で実施） 900 名（男 500 名， 女 400 名） で

それぞれ実施されました。

本学では， 共 通第 l次学力試験実施委員会で計画さ

れた実施体制に基づき， 五福地区6 試験場におい て大

井学長を実施本部長とし 469 名の教職員が 試験に携 わ

り， 初日は， 国語， 理千｜の2 教科， 2日目は， 数学，

外国語， 社会の3 教科を 予定どおり終了しました。

本年度より， 受験科目が 5教科 7 科目から， 5教科

5科目（理科， 社会がそれぞれ1 科目） に削減きれた。

また， 大学・学部等によっ て， 受験を要する教科の指

定が 異なるため， 受験生の選択により教科聞の受験者

数に変動が 見られました。

なお， 本学関係の受験状況は， 次のとおりでした。

国l占i 三ロ 五ロ 理 科 数 学 外国語 社 会
志願者数 4, 151 4, 151 4' 151 4 '  151 4' 151 

受験者数 3,954 3,899 3,897 3,951 3,723 

受験率問 95.3% 93.9% 93.9% 95.2% 89.7% 

人 事 異 動

異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 n合..，・
任命権者

採 用 6 2. 2 1 松 岡 i紫 教授（経済学部） 文部 大臣

II 山 崎： J青 II II 

手�－ 任 II 伊 藤 紀 男 講師（工学部） 助教授（工学部） II 

II 袋 谷 賢 吉 II II II 

配置換 62. 1. 16 高 橋 成 忠 施設課長（上越教育大学） 施 設課長 II 

II 高 久 晴 施設課長 所設長部補仙佐台工（文事事部務省大所臣）官房文教施 II 
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学 内 諸 報

叙

本学名誉教授片山龍成氏は， 昭和61年12月14日逝去

（享年73才）されましたが， 同氏の生前の功績に対し，

位

同日付けで正四位に叙されました。

富山大学職員成人式

昭和62年富山大学職員成人式が， 去る1月14日（ノド）学

長室において行われました。

式には， 新たに成人となった2名と学長， 事務局長，

庶務部長及び事務長が出席し， 学長から記念品として，

新成人一人一人に 「人は見目よりただ心」と記きれた

色紙（大井信一学長揮牽）に額を添えて授与され， 引

き続き学長の祝辞があり ました。 これにわjして新成人

を代表して， 附属図書館の村 裕子君から「一社会人

として皆様から認められるよう， 自覚ある行動， 責任

を持ちたし、」旨の答辞がありました。

閉式後， 学長室で新成人を囲み懇談会が催され， 和

やかな雰囲気のうちに終了しました。

新成人は次のとおりです。

工 学 部

附属図書館

酒井智恵子

村 裕子

寄 稿

タイでの ホ軽い話、

10月にノ〈ンコクに降り立った。

いかに南国とて， ドリアンは季節の食べ物である。 秋

では手に入らない。 果物の王様と言われる味はもちろ

ん， その姿， そして悪名高い匂いにまで， 我々一行6

人の憧憶は高まるばかりであった。 しかし， 時期が悪

い。 「今回も駄目か・…」。

タイの南端， マレーシアとの国境に近い町の早朝，

露店の果物屋の店先に， それは並んでいた。 我々は，

すぐに 「カオワ／」の大声で意見の一致をみた。 私は

調査隊の会計係を担当している関係上， 通訳氏と伴に

車を降りた。 皆の熱L、視線を背に！吾、じながら， 小走り

にj!J:よる。 通訳氏は， 我々の「思い入j L』を店の人に

4 -

理学部助手 笹山雄一

伝える。 いや， 伝えたはずであるが， 1K；リ返り， 消ま

なそうな顔をして日く， 「まだ若過ぎて食べられなし、

だから売らない／と言っているd私は， 仲間の所へも

どり， そう告げる。 すると， 「今， 逃カ、したら， 今度，

いつ会えるかわからない。 従って， 今， 買うべきであ

る／」と興奮ぎみに主張される。 肖び， 店へ行き，「ど

うしても今， 買うノ」と言い張った。 mの主人と通訳

氏と私の三者の話し合いの結果， 「今， 買うけど今，

食べな�＇.JIという至極あたり前の結論に部ち吊いた。

そのかわり， 通訳氏が， ドリアンの皮に一辺カ，. 3 cmの

三角形の穴を開け， 毎日， 食べれる状態になったかど

うかを見ることになった。 ドリアンは人の米ない尖験



昭和62年2月1日発行 品同ザー
室に秘蔵され， それ以来， 毎日， 通訳氏は「スポツ」

と三角を取り， 指で中 を押す。 次に鼻を当てて匂いを

かぐのが日課となった。 一週間が過ぎてもO Kは出な

かった。

ある日， 通訳氏は所用 の為， バンコクにもどること

になった。 ドリアンをどうする？ 彼はドリアンを再

びあの店へもって行き， 何とかすると答えた。

、果物の王様、 ドリアン

現日， 私は仕事からもどり， ホテルの自主に入ると

{iiJかの万存が針ーをついた。 フト見ると， いつものドリ

アンでない別のドリアンが私の主に持ち込まれており，

ii.!}，沢氏の書置きがあった。11く， 『明日， 必ず食べる

こと， 一日早くとも， 一日遅くともいけない。』私は仲

間に， ゆll:l， 念願が成就することを伝えてまわった。

規制， 6時30分， いつもどうり朝食を消ませて仕事に

出た。 しかし， 私は， その乞］いの強烈なるが故に， ホ

テルにドリアンを持ち込んではいけないことを知って

いたので． 万ーのことを考ーえ、 厚手のビニール袋に二

重につつんで置いた。 一日位， 良いだろうと思ったの

である。

附勺て来た。 エレベーターを4階まで昇ってj上まり，

戸が聞く。 と －－－何やら央う／私はノ、ッとした。 あの史ー
し、だ／ もしかして， と私は41；皆の廊下を脱兎の如く，

自分の主へ走る。 しかし， ああ／室の前に立つとまぎ

れもなく， 臭いは私の室の中からである。 鍵を開ける

問ももどかしく中へ入ると， ドリアンの入ったビニー

ル袋は汗をかいていた。 ドリアンは密封され， 暑さで

急速に熟したのである。 ドリアンは外皮に鋭いトゲを

もっており， 二重にしたビニール袋のどこかに小さな

〉えがあいたらしし、。 私はーII舜の後， ドリアンを抱き，

報 第279号

ベランダへ飛び、出し， スミにかくした。 いホッ、、 とす

るやいなや， 自室のドアが激しくノックされた。 「ホ

テルの他の客の誰かが文句を言いに来たのだ／」 「仕

方なしい・。」おもむろにドアを開けるとメイドさんが4

人， ドッと入 ってきて， 何やらタイ語で叫ぶ。 わから

ない， が， わかるような気もする。

メ「ドリアンどこへやった？」

私「あれは臭いのでしまった。 」
メ「ダメよ／持ち込んじゃ。 第一， あんなに大 き

いのはあんた一人じゃ食べきれないでしょう？

出 しなさいよ／」

私「あれはもうしまった。 仲間と食べる。 」
メ 「フ”ツブツ・・・」

私 「ブツブツ・・・」

結局， もうしまった， で押し通し， 仲間を呼んで大急

ぎで食べてしまった。

l床はどうであったかというと， 気が動転していたの

で何とも言えない。 機 会があれば， 御自身でぜひ一度

試してみられることをお勧めする。 但し， ドリアンの

学名Durio zobethinus の種名の意味は， 『ジャコウ

の匂いのする』ということだそうである。

筆者は『日本 の海岸に楼む動物はどこから来たか』

を調べる為に， およそ2 カ月， タイに滞在した。 その

時の印象を書いてほしいと頼まれたが， 書き始めて，

何回も書き直して， ホ重い、、 のである。 『タイ』とは

その国の言葉で『自由』を意味する。 しかし， タイの

人々の暮し， 考え， 望み， 不満はいまやどこかで日本

と結びついてしまう。 それが， たいてい， 〔やりきれ

ない気持ち〕にさせてしまうような事柄なのである。

従って， 私は， いっさいそれらを書かないで， せいい
っぱい 、軽〈、、 書いた。

砂 筆者は， 文部省科 学研究費補助金（海外学術調査）

の研究分担者として， 昭和61年10月7 日から昭和61

年12 月11日まで 2 か月間「日本の暖海性動物の東南

アジア海域からの分化 ・拡散に関する研究（第一次）」

で親皮動物の担当としてタイへ外国出張きれました

ので， 特に原稿を依頼したものです。

5 -



昭和62年2月1 日発行 � 寺ゐ 報 第279号

寄 稿

ガンダーラ発掘とパシュトウ人

私は1986年の10月から12月までガンダーラ仏教遺跡

ラニカ、、トの発掘調査にでむいていた。 遺跡の所在はノ〈

キスタン西北辺境州， 首都イスラマバードから西北へ

130キロ， ペシャーワルからは東北100キロはどのとこ

ろ。 ペシャーワルはかつてのガンターラ国首都， 現不1

は西北辺境州、｜の州都である。 いま国境付近のアフガン

ゲリラを空から攻撃するソ連軍飛行機の爆撃ニ白がとき

おりきこえてくるというIll :J;克の町である。

ラニガト遺跡、の日本隊による発1ht\は1984年に開始し，

今回が第2凶目。 今後のみとおしをたてる必要もあり，

思いきって発畑区域を拡大した。 日本人制作民8人に

たいし、 村人を人夫として450人， 士約て用のロハ150

煩を雇う。 前回のがJ 3 j自の悦校。 ヒトとロバがいIJみ

だれ， 牧欲的というよりややII立燥さみの札場となったc

しかしおかげで日々新しい発見が あり， )L2か月のi側

先期日がまたたくうちに過ぎた。

11 j-j 16 日 （ 日） のフ ィ ル ド ・ ノ ー ト から。
判モヤたちこめるも， 日1f1太陽がIHてあたたかい。

気iJ，�28度くらいか。 ll'to [:j故山125｝支， 紋irU4J'1, i�USti·，�i 
し。 ( 11 }11{1 'i1Jから12Flにかけて必ずi:lrjがふる。 牒l(

はその前にコムギの括的をおこない， ／：Ii乙をする。 発

+f:tiには｜：十lはど：物だが， ヰヰい全JVJHIJ過して／：J:jで作業1j1 _1l·. 

したのは1日半ですんだ。 ）

主院内jみの小限はJi Jf � J,')';"i. I ·まで姿をあらわす。（住

3 m， 高4 Ill）ぷ骨：i （同；）まであと 150cmていど。j止

按小塔（北側！］）とのll�J陥は83cm。 （ラニガトに創建さ

れた中心仏時十カ＼ ある時期に修復111；引くされ， もとのn�

形がそのまますっぽりと内につつまれ保存された。 た

だ！尿初Jfitを飾っていたはずのガンターラ石l�J；はどこか

に転用され， その痕跡のみのこる。 美術史からみれは’

残念だが， ｛ム塔の変遷をf.lj.jらかにする貴重な発見であ

った。 ）

凶塔。 トンネルっき-A':i ls':L r.§ lWぞいに等身大川彫二体

iH.-:L。 ブノタ胸部（桟l自l lOcm ）と�Jiなしブッタ ・ ト
ルソ ー （ 残高 16 0cm ） ， テ ン ト前 ま で運び こ む。 ト ル

ソーは重〈， 2本の怖をそえロープで固定し， 人夫15

人で移動。 1時間かかる。 人夫ひとり指けが。

- 6 -

人文学部教ほ 小谷伸男

（ガンダーラ石彫の重さを実感。 今回このような等身

大かそれ以上の巨像を10休あまり発掘。 テント前の遺

構の一隅に収容し， さいこに埋めもどして帰った。 来

シーズンはここに簡単な収蔵庫をたて， 同時に見学者

のためのミニ博物館にする予定。）

村の広場で人夫イスマイルの父とザミンシャーとが

けんか。 人夫たちは山の上から見物。

（人夫は目もいい， 耳もしゅ、。 はるか下界の村の様

子をたちまち山上で察知してしまう。 ザミンシャーは

前回人夫であったが， 遺跡、を故意に破壊したことがあ

り， 今回は雇わなかった。 不満があるのだろうか。）

宿舎にて。 となりの民家にこの2' 3日， : (jJf：、が集

まり， 太鼓をたたきコーランをE；前える戸がしていたが，

今日は静か。 聞けは‘その家では本日2人の了一供に；＇ii］札

（スナチ）を施したという。 にぎやかだったのはその

前t-lcい。

さいこ！の項は私たち市合のある村でのできことであ

る。 ここでもうすこし私たちの発州を子伝った村人ノぐ

ンユトゥ人のことを問介しょう。 在、たちの1i；� i°''iはjjljl!!J

とIii］じく， マlしダン叫シェワ村， スワー ト！lli i11Jぞいの

キャナル ・ バンガローをrnリた。 屯えもあり， Ji"-J i;j( 
も 山 富 。 と ニ ろ が ラ ニ ガ ト i立跡のあ るナ オ ク ラ ム 村は

i星川からj主く離れ， LlJきわにあるので；J（が乏しし ま

だ屯%もなL～山台をおくには不1出、 村人は1；� ¥Jtのほ

か家市を削い， ちかくのイi切I品ーの労働一布ーとなるものも
いる。 発11LJlがはじまると村人の大ザーが人夫となるのj立

跡は村の背後の尾根上にあり， ：�＇、な山道を3 -40分の

はらねばならなL、。 村とのよヒ向は270 mであるが， lLi 
のばりが毎日の日課となると， 丈’；－：；迫り’l'i•身にこたえ

てくる。

ナオグラム村の戸数約200. 村全体カ：4つ、 ないし

3つのタパラからなるというー タノ〈ラは1,;JIA、とでもれ

すか。 タノ〈ラにはマシャラン（ lと.t) fj＇おり， fl、たち

に各タバラから千等に人夫を厄ゥてくれという、 しか

し前凶もそうだったが， タバラが 4 つ， L‘や；まつだと

いってはげしい口諭になる。 とうぶんがと�＇·i'しそうに主

い。 有力なタノ〈ラヵ、勝手に分裂して件をしようとして
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いるというのが反対派の言い分らしL、。 議論のはて村

から人夫をひとりもIllきないといいだしたことも あ り．

私たちは何度かタパラ論争にふりまわされた。 村の若

者た ちは マシャ ラン たちの�ti は llil I,、といって笑うカ＼

ともかく長老たちの話しあいカ、つくまで働こうとはし

なし～ 今回の繭氏のさいごでもひと悶着あった。 次の

シースンまで遺跡の番人にだれがなるか。 夜、たちは人

夫�｛［をつとめたシャイロー ム とほか－－r，を推した。 マ

ンャ ラ ン た ちは 5 ？う とい う 。 シャ イ ロ ームと 4 つのタ

ハラからl名つつc しかし喬人の謝礼は2人分の金制

でよいという。 なんとl I 尊心のつよい人たちか。

ナオクラム村からは力、IJ人を雇うと， 今度はほかの

十すから，�＇i·I、！？がくる。 今l�Iはモグ夕、 ラ ， ティグリ司 アマ

ン コト． ブソトウネなどの村からも駈った。 ティグリ

村を｜徐け（ま＼ みな山を越え谷をくだり， ）＇，－ j丘l H与問、＼＇：

の道のりをあるいてくる。 村がちカfってもかれらはお11:

L、に縦しし九 ホ｜、． ヶーIt,というli.i卜一氏峡にI，�する。

いくつかのケ－Iしが集ってユースフザィという部峡に

なる。 このユースフザイが力、ンダー ラ 盆地からスワー

トiii火作一引に！！日一｛上するパシュトウ白I＞肢であるの パシょL

トウ欣令11'のうfイj）はさらにJLく， ーj：＿としてノ、キスタ ン

1fli北辺J-i/)I‘｜からアフカ、ニスタ ン ，，y,j却を，1jめる。 11lii I Elの

ハンユトウ人はそれぞれ（］（）（）}j人ていどの人LJをイ1・す

るという。 ユースフザイのほかJ:.1ト数多くの日仏政に分
jしているの

1 �）7l）年アフ力、ニスタンに刷、I If＼［怖が！氏、工L， それを

ほHりするため土凡イi:lυ}J人以ー！のソ辿＇.1j（＂荻カ、アフガニス

タンに店｜官｛する。 そj Lとlj従うj込政IHゲリ ラ もノfシュト

ウ人である。 ＇i!x，�しを避け， 多数のア フガ ン？\Hi（がノ、 キ

スタンに流れこんだ。 その数300)j人ともいわれる0

;fょたちのfrl �iちかくにも大きな11111（村ができていた。

州民の一部はJlli-lt；日Jl'U+Iをこえ司 ハキスタンの他の者｜；

diへもifi�れこんだ。

1986年12 J-Jにカラチで先生した�j�動もアフ力、ン世j{l己

報 第279号
の動きとかかわっているらしし、。 事件の発端はカラチ

イi住のパシュトゥ人とムノ＼ージル（1947年独立のさい，

インドからパキスタンに移ってきたイスラム教徒）と

の小さな武力衝突からはじまったが， 根は深かった。

私は12月19日夜カラチ空港に着いたが， 空港から市内

までの15キロの道は， 人かげなく不気味で あ った。 カ

ラチに は21日まで滞在したが， 外出禁止令は市内のあ

ちこちにしかれており， ！弄を閉したままの店も多かっ

た。 カラチにはもともとパシュ ト ウ人の出かせぎが多

く， タクシーの運転手や銀行などの守衛として働き，

カラチの一角にはノfシュ ト ウ入居住区がある。 居住区

へは季節ごとにノfシュトゥ遊牧民（クーチー）がアフ

ガニスタンからやってくる 。 最近ではア フガン難民

3000家政あ まりも身をょせた。 居住区の市場では， さ

まざまな密輸品にまじって， 麻薬， 武器が取引されて

いたらしし、。 その仕入さきは規制のゆるい西北辺境付｜

で あ る。 西北辺境州ではノ寸シュトゥ人にとって武器の

間帯・は日常のことであ り， けし（アへン）の栽培も年

々コムギにとってかわってふえつづけている。 それに

以政府運動や凶際的麻薬組織がからむと複雑な様相を

与＇..し， パキスタン政府はカラチ暴動事件の処置で持境

にたたされている。 ながび〈イラン ・イ ラ ク戦争やア

フガニスタン問題など， i_U：界情勢のひずみが あ らわれ

たといえる。 発－！Jui 村のf;li］ 辺 でおこなわれる カン ダー ラ

美術Jの溢1Jtilやけしの松崎は， 村人たちの将来にけっし

てよい結果をもたらさないであろう。 今年こそ国際情

勢が灯転にむかうことを十！？りたし、。

砂 �＼者は， 文部省宇｜学研究費補助金（海外学術調査）

の研究分担者として， 昭和61年10月4日から昭和61

年12月22日までの約3か月間，「ガンダーラ仏教遺跡、

の総合調公」のためノfキスタン， インドへ外国出張

されましたので， 特に 原稿を依頼 したものです。

ラニガト遺跡の発掘
主塔正面

7 
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｜富山大学名誉教授 新田隆信氏逝去｜

本 学 名誉教授新困隆信氏が昭和6 2年 1月16 日心不全

のため逝去きれました。 享年70歳。

同氏は昭和 16年東京帝国大学法学部法律学科及び同

1 8年 9月 同大学法学部政治学科を それぞれ卒業 され，

公立学校教諭， 富山師範学校教官を経て， 同24年6月

富山大学教育学部助教授に就任きれ， 同29年6月岡大

経済学部助教授， 同45年8月 同学部教授に昇任， 同57

年4月 1 日停年により退官されました。

この間， 富山師範学校 に奉職以来， 39年余にわたり，

「憲法 」担当の教官として教育・研究に務められ， 厳

正なる教育姿勢のなかにも終始懇篤なる温情をもって，

学生の教育と指導にあたり， 広〈社会各方面の指導者

たるべき 人材の育成に貢献されました。

一方， 研究面においては， その卓越した語学力を駆

〈新任者住所〉

経済学部

教 授 松岡 潔
（応用経済学 ）

教 授 山崎 清
（理論経済学）

〈住所変更〉

教育学部

文部事務官 作井 功

- 8 一

便して憲法 なかんずく統治 機 構に関する比較法的研究

に精励され， 多数の優れた研究論文を発表して憲法学，

政治学， 歴史学 に対して大きな貢献をされました。

また， 昭和4 5年 9月から同 53年 9月まで4期 ・ 8年

間にわたり， 経済学部長を務め， 経済学部の管理運営

に尽律するとともに同学部の拡充改組に意を傾注し，

経営学科及び経営法学科を新設する等同学部の充実発

展に尽力されました。 同 57年4月， 教育上及ひd学術上

の功績により， 富山大学 名誉教授の称号が授与されま

した。

なお， 葬儀は， 富山市荒川東富山新庄教会にて執り

frわれました。

ここに御冥福を祈り， 謹んで哀悼の意を表します。

教 授 小松 和 生

理 学 部

助 手 中村 省吾

教養部

助 教 授 小林久喜雄
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主 要 行 事

本 音B

1 Jj 5 H 御用始め

7～13日 ll｛沖[161年度ft米生イ刊行研修（於：心引高原

jえび！占i i担スキー士%）

12 Li 乍｜主｜ニュ ス制民安H会

12～19日 記2次＇.＇／＇. )] s試験1ll原）［受付
13 u 人’'t .:A！.検：1;\'J�＼委i l会入学fl j'.EJ友｝j法研究長

ii会の介JiiJ 2さは会

1 4 u 共通U'i 1：大’芋）］ d式！！／Ii 1.:1:; Ti者fillilJJ会

山山大学�i� 1 i成人式

lti u 節目l日j,ji；議会

19 u mi 1111公開講J_;E·� H会
20 u 1；：山村会保険‘F務所によるll'. •Jl<dl·� ft 

一般設備費説明会

21 II 会計係長会議

24～2 5日 共通第l次＇.＇｛：）］”ii\！.験

27日 rn；謀長 会議

第7団事務協議会

第2凶教務委H.会

東海北陸地区［£！；立’＇／：校地誌持備.rr合せ会

（於：名：II・1長大学）
30日 婦 人科検診

liil立大学学生部長会議（於：虎の門ノfスト

ラル）

人 文 学 部

1 JJ 9日 学部教務委主i会

12 l::l J受業開始

14 LI 教授会
研究利委H会
. t'.fi�＇ ノミ、生会 Jふ

·1 • ,,_, 11\じ、二z、

！日l $Ji·年懇おl会（於：山山ステ ションホテ

ル）

16～22 fi jじγ：｜記入丈利学研究干｜入学！日（［舟受付

16 日 事務連絡会

21 日 部内内規検討委員会

28日 教授会

人文科学 研究科委員会

29 日 大学院 人文科学研究科入学者選抜調査書審査

事務連絡会

学 部入学者選抜方法検討委員会

教 育 学 部

1月8日 授業開始

附属中学 校第3 学期始業式

10 日 附属小学 校， 附属養護学校第3 学期始業式

12 日 附属幼稚園第3 学期始業式

14日 学 部教務委員会

教授会

人事 教授 会

16～22日 附属小学校， 附属中学校入学願書受付

27～31日 スキーI実習（於：山野スポーツセンター

グランド並び、に粟巣野平周辺）

28 日 拡大将来計画委員会

人事教授 会

経 済 学 部

1 月 7日 授 業開始

親睦会新年祝賀会

12 ～17日 経済学専攻科入学願書受付

19日 日本 海経済 研究所運営委員会， 助手室業務

運営委員会並びに学 部図書委員会の合同会

議

21日 学 部教務委員会

人事 教授会

教授会

26日 財務委 員会
30 日 婦 人科検診

一 9 -
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理 学 部

1 月 12 B 授業開始

学部教務委員会

14日 教授会

理学研究科委員会

真率会総会

新年懇親会（於： 富山ステーションホ テル）

16～22日 大学院理学研究科入学願書（ 2次） 受付

16日 事務 連絡会

20日 学部長候補者選挙管理委員会

26日 人事教授会

2 7日 教官会議

2 9日 事務 連絡会

エ A手L 色・ 音B

1月8 日 選考委員会
J‘皿目チ九マ必五、卓丸会、1五〉、

9 日 入学試験検討委員 会

10～16日 大学院工学研究科入学願書（ 2次） 受付

12日 授業開始

14日 教官懇談会

学科主任会議

21日 教授会

専任教授会
22日 事務系共通l次 試験説明会

28日 工学研究科委員会

学部改革検討委員会

教 養 部

1月12日 授業開始

報
14日 教務委員会

予算委員会

2 1日 教務 委員会

教授会

第279号

附属図書館

l月13日 情報処理センター及び図書館との電算化打

合せ会

14日 情報処理センターと図書館及び、富士通との
電算化打合せ会

30日 婦人科検診

係長事務打合せ会

トリチウム科学センター

1月1 9日 昭和61年度第5回富山大学 トリチウム科学

センター運営委員会

26日 昭和61年度第5回富山大学トリチウム科学

センタ一研究審査専門 委員会

｜ 保健管理センター ！

l月16日 臨時健康診 断（寒中水泳参加者）

30日 婦人科検診 （職員・35歳以上女：f)

経営短期大学部

1月 9 日 授業開始

22日 教授会

2 9日 後学期授業 終了

30日 学部図書委員会

ハU
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訂正（おわび）

学報 昭和62年l 月1日発行 第278号

べ円ージ、 品
訂正筒所 E県 正

3 学内規則 昭和62年 昭和61年
，、，、，、，、 ，、，、，、，、

1月1日から施行 12月19日から施行

昭和62年度全国火災予防運動

昭和62年2月28日（土）

～3月13日（金）

防火の大役 あなたが主役一

（ ＠ 積雪…時の運転は…め

ましょうp

! @ 積雪時は 構内除雪の障害とならないよう駐車に； 注意しましょうグ

！ ＠ 構内での自動車等の運転は， 教育・研究に支障を

！ 来さないよう安全運転に努め定められた交通方法， ! 
I 歩行者の安全及び騒音防止に努めましょうグ ！ し一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿.J

1i
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一職員会館の宿泊の御案内一

＠利用日…・・土・日曜日及び祝日も利用できますグ

＠申し込み・・・利用自の2目前までに．グ

＠門限時刻…午後10時………御協力を...・H・－－グ

編 集 富山大学庶務部庶務課
富山市五福3 1 9 0 

印刷所 あげはの企画株式会社
白山市住：c,1{町1 丁目5-18
世 話（24) 1 7 5 5刊
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